
ヒューマンウェアイノベーション博士課程プログラム 

平成 29 年度第二回企画運営委員会議事概要 

 

 

【日時】 2017 年 6 月 1 日（木）12 時 00 分から 12 時 55 分 

【場所】 情報科学 C 棟 401 室 

【出席（敬称略）】 清水（委員長・情）、尾上（情）、藤原（情）、谷田（情）、井上（情）

若宮（情）、松下（情）、原（情）、難波（生）、平岡（生）、松岡（サイバー） 

細田一（情）、石井（生）、中野（生）、中村（基）、EUM（情）、楊（情） 

       [事務部] 松岡（情/事務長）、鐘ヶ江（情/大学院係長）、徳野（情/部門事務局長） 

岡本（情/部門事務）、井汲（情/部門事務）、森田（生/部門事務）、今中（情/部門事務）

古市（情/部門事務） 

【欠席（敬称略）】 村田（情）、増澤（情）、大澤（生）、八木健（生）柳田(生)、藤田（生）

近藤（生）、石黒（基）、宮崎（基） 

 

配布資料 

  HWIP ホームページ教員用ページにアップします。 (パスワード： HWinnovation) 

 

議題 

(1) 教務委員会（資料あり） 

●学生アドバイザリ委員会への依頼及び回答方法の変更について説明があった。 

 また、新入生のアドバイザの決定と前年度からの変更について報告と、今回初め

て担当一覧を公表した理由とアドバイザの選出方法について説明があった。  

●最終試験について、早期修了予定学生の申請書をもとに前回の本委員会に引続

いて説明があり、併せて早期修了予定学生が本日予備審査に合格した旨の報告が

あった。 

 なお、その際に公聴会の内容について詳細な説明があり、これを了承した。 

また、清水教授から来年 3 月修了予定者の公聴会（R-QE と同日）は、現在のと

ころ 1 月 23 日に予定している旨の発言がった。 

(2) リーディング大学院選抜委員会 (資料なし) 

●第六期生の選抜について、募集要項作成に必要な日程は例年と基本的に同じで

あること、及び委員の先生方の出欠を確認中である旨の発言があった。 

(3) 海外連携委員会 (資料あり) 

●現時点での今年度海外派遣状況について報告があった。 

●海外短期派遣支援について、学会参加以外の渡航（サマースクール参加等の場合）

については、海外連携委員会での意見聴取の結果、原則として参加費は支給せずに



本学の旅費規程に基づく旅費支給のみとする旨の報告があった。 

     本件に関して委員から、履修生支援金からの参加費の支給の是非について質問

があり、原則として支援金からは支給しないこととするが、サマースクールの内容

により事務局に問い合わせて欲しい旨の発言があった。 

(4) 産学官連携委員会（資料あり） 

  ●イノベーション実践演習について報告があった。 

●海外を含むインターンシップの実施状況について報告があった。 

●参画企業との連絡協議会（6 月 9 日開催）におけるインターンシップ説明会につ

いて報告がった。 

●学生へのアンケート結果（就職活動の調査）について、学生の希望や動向に関し

て説明があった。 

 なお、委員からアンケートの表示の仕方について一部修正した方がよいとの意

見があり、意見のとおり修正することとした。 

●清水教授から、アドバイザの先生方にも就職について配慮願いたい旨のお願い

と、参画企業との連絡協議会において企業にも学生の就職について気にかけてい

ただくようお願いする旨の発言があった。 

(5) 広報企画委員会 （資料なし） 

●平成 28年度報告書及びパンフレットを作成中である旨の報告と原稿作成担当者

への謝辞があった。 

●第二及び第三期の履修生ページを作成予定である旨の発言があった。 

●6 月 6 日開催の広報担当者連絡会議において、今年度のリーディング合同説明会

は超域と生体統御を除く 3 部門で開催するとの報告があった旨の発言があった。 

(6) その他 

●教員主導型融合研究について（石井特任准教授） 

次のとおり報告があった。 

・募集と審査を行い、5 月 31 日に採択結果を連絡した。 

・15 件の申請があり、企画幹事でメール審議を行って、全 15 件を合格とした。 

・予算に対する充足率は 88％で 6 月 1 日から予算執行開始。 

●参画企業との連絡協議会・学生アドバイザリ委員会について（6/9） 

（中村特任准教授・清水教授） 

     ・午前の連絡協議会、午後の学生アドバイザリ面談、履修生ポスターセッション、

インターンシップ説明会について、詳細な説明があった。 

     ・連絡協議会において、参画企業に今年度は修了者とそれに伴い就職する学生が

出ること、及び履修生の募集は平成 30 年度入学者で最後となるが、その履修生

が修了するまでの協力をお願いする旨の発言があった。 

    ●英語教育の進捗状況について（オム特任准教授） 



     ・種々の企画について詳細な説明があった。 

    ●平成 29 年度以降の未来戦略機構について（清水教授） 

     ・本プログラム及び他のプログラムや卓越大学院構想について今後の動きの説

明があった。 

 

 

次回：7 月 6 日(木) 12:00-13:00 情報科学研究科 C 棟 4 階 C401 

 


